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７月２６日（日）、武儀生涯学習センターで「学センのおば

けやしき 2026」を開催しました。 

昨年に引き続き、多くの人で賑わい、武儀地域や関市内

外から家族連れや友人グループなどおよそ１２０名の方が来

場されました。 

今年度は津保川中学校の生徒、有志９名にアイデア出し

や当日のお化け役として協力して頂きました。開催までに３

回打合せを行い、「壁一面の手形アート制作」や本番に向け

てのリハーサルを行いました。様々なアイデアで、昨年よりパ

ワーアップしたおばけやしきが完成しました。 

来場者からは恐怖の悲鳴や「和室が一番怖かった！」「も

う一回まわりたい」などの感想がありました。中学生ボランテ

ィアからは「驚いてもらえて嬉しかった」「楽しかった」との声

がありました。 

 

 

当日の受付・会場の片付けは生涯学習委員会の方や地域支

援職員の方にご協力いただきました。ご協力いただいた皆さま、

ありがとうございました。 

 

  

▲酒井能道さん画 
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▲おばけに扮した中学生のみなさん ▲当日の受付会場 
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自治会武儀支部あれこれ 

河川利用問題が起きています！ 
今年の春から夏にかけて、中学校のプール下や道

の駅近くの津保川に遊びに来られるお客さんが一気

に増えました。「長時間無料で駐車ができる。」「トイ

レが近い。」「川が深くなく子どもも安心」など SNS

等で一気に拡散されたようです。 

武儀地域に人が来てくださるのはありがたいこと

ですが、一方様々な問題を引き起こしています。道路

横断、駐車場内での事故、長時間駐車の車が多い

ため本当にドライブ休憩をしたい人が駐車できない。

早朝から夜間までの騒音、ごみの放置、民家への無

断立ち入りなど、地域の方々は本当に困っています。 

こうした問題について、７月３１日に「津保川河川

敷利用にかかる諸問題対策検討会議」を武儀支

部、関係自治会長、エコピア平成、武儀事務所、市役

所関係課、駐在所の出席により開催しました。 

様々な規制がある中、今できることは何か、多言語の看板の設置は行う、少し時間がかかって

でも、関市として環境保全条例などを作ることはできないのか、管理道路の規制は可能か？ 

駐車場の出入り口を整理して事故を防ぐようにできないか等提案がいくつも出されました。 

多言語の看板設置は、武儀事務所が行いました。 

危機管理課は、８月８日（土）10:00～１２：３０ドローンの拡声器を使って、日本語、英語及び

ポルトガル語により、次の啓発を実施しました。 

・道の駅平成駐車場の適正利用のお願い 

・騒音などによる周辺住民や他の利用者への迷惑行為の禁止 

・飲酒後の遊泳など、水辺での危険行

為の禁止 

・ゴミ等の持ち帰りのお願いなど 

駐在所も巡回を強化しており、美濃

土木とお話をしていただいています。 

今後、地域、行政、関係機関等との

協議により地域の課題解決のために、

それぞれができることを取り組んでい

きましょう。 

▲テントが並ぶ河原 

▲満車になっている道の駅のまわりの駐車場 
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世界にひとつだけの寄せ植えをつくろう！ 多肉植物の寄せ植え教室開催 

７月２３日（木）、武儀生涯学習センターで子ども・親子向け

の多肉植物の寄せ植え教室を開催しました。友達や親子、兄

弟での申し込みがあり、当日は９名の方が参加しました。 

今回の寄せ植えは、カラーサンドという色のついた砂を透明

な器に入れて、好きな模様を作りました。関寄せ植えサークル

の方に砂の入れ方や多肉植物の植え方のコツを教わり、一人

一人違ったデザインの世界に一つだけの寄せ植えが完成しま

した。 

「カラーサンドで模様を

つくるのが楽しかった」

「ピンセットで植物を挿す

のが難しかった」「来年も

またやりたい」という声が

多くありました。 

 

8月１８日（火）、年齢制限なしの寄せ植え講座を開催しました。 

当初は講師の方がいない予定でしたが、関寄せ植えサークルの方が特別に来ていただけること

になり、詳しい作り方のコツを聞きながら作成することができました。 

初心者や去年の多肉植物の寄せ植え講座に参加された方など７名の方が参加されました。 

「カラーサンドがきれい」「色々な種類の多肉植物があってよかった」「育て方がわかった」と好評

でした。 

▲植え方のコツを教わる参加者 

▲カラーサンドを入れる姿は真剣！ 

▲世界に一つだけのデザインになった 

寄せ植えが完成！ 

令和８年熊本地震災害義援金 
募金のご協力のお願い 

武儀生涯学習センタ

ーでは令和８年熊本地

震災害義援金の募金箱

を設置しています。 

被災された方を支援

するためみなさまの暖か

い支援をお願いいたしま

す。 

津保川地域巡回バスが 

便利になります 

令和８年９月１日から、上之保地域の地

域バスが時刻表運行からデマンド予約に移

行します。 

今後、武儀・上之保地域内は乗り換えな

しで移動することができます。 

※上之保と武儀で同じ地名がありますの

で、利用時にご注意ください。（例：戸丁） 
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図書館を使いたおそう 

＜図書館の８つの長所＞ 

① 無料で本が借りられる。 

② 話題の最新刊でも、手続きすれば早く読める。 

③ 暑い夏、寒い冬でも快適に本を読むこともできる。 

④ 蔵書の購入や維持管理に税金が使われるため、借りない読まないは損。 

⑤ 返却期限があるので、ボワれて集中して読める。 

⑥ 関市にない本も、手続きすれば日数はかかるが借りられる。 

⑦ 関市では、名古屋市に比べて一週間長く借りられる。 

⑧ たまに蔵書の処分があるので、無料で手に入れることもできる。 

＜どんな本を読めば、借りれば良いか＞ 

① 小説なら、やはり何らかの賞を取った作品やベストセラーがおすすめ。 

芥川賞、直木賞、本屋大賞など、他の人達が面白いと評価した本は、ほぼ外れがない。 

② 小説だけでなく、コツや方法を教えてくれる本も頼りになる。 

園芸、野菜作り、スポーツ、日曜大工、手芸、将棋、釣り、ペットの飼い方、子育て、旅行など。 

本選びに迷った時は、職員にジャンルを伝えて相談しましょう。 

③ 孫の帰省に合わせて、面白そうな絵本を数冊借りておくのも手。 

＜最後に・・＞ 

あらゆる本が無料で借りられる図書館。利用しないのは、もったいない。 

 No book、no life.（本のない人生なんて） 

令和８年８月８日 関市富之保の本の虫より 

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
休館日

13 14 15 16 17 18 19
休館日

20 21 22 23 24 25 26
休館日

27 28 29 30
休館日

9月休館日
古 本 ま つ り の お 知 ら せ 

日時：９月１９（土）～９月２７日（日） 

１０時～１８時 

会場：武儀生涯学習センター 

図書館の古本や寄贈本をご自由にお持ち

帰り頂けます。持ち帰り用の袋などはご持参

ください。 

「武儀地域の方による図書館紹介」 


